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2020年3月期決算説明資料
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2020年3月期の決算概要

※当資料の金額の記載は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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増収：オフィスソリューションプロダクトや電子プロダクトの好調により増収
減益：コロナ感染症の影響とグローバル事業の第4四半期の減速により減益

連結業績ハイライト

19,894
22,100

20,616

19/3 20/3

(計画)

20/3

(実績)

売上高

989 

1,200 

788 

19/3 20/3

(計画)

20/3

(実績)

1,086

1,200 

885

19/3 20/3

(計画)

20/3

(実績)

営業利益 経常利益

（単位：百万円）
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増収も、粗利率低下と販管費増加に加え、
のれん減損損失等を計上し、当期純利益は前年比61％減

19/3 20/3 
計画差 前期差

前期比
（%）実績 計画 実績

売上高 19,894 22,100 20,616 △1,483 721 3.6

粗利益 5,107 5,880 5,121 △758 14 0.3

粗利益率（％） 25.7 26.6 24.8 △1.8 △0.9 －

販売費及び一般管理費 4,117 4,680 4,333 △346 216 5.3

販管費率（％） 20.7 21.2 21.0 △0.2 0.3 －

営業利益 989 1,200 788 △411 △201 △20.4

営業利益率（％） 5.0 5.4 3.8 △1.6 △1.2 －

経常利益 1,086 1,200 885 △314 △201 △18.5

経常利益率（％） 5.5 5.4 4.3 △1.1 △1.2 －

親会社株主に帰属する当期純利益 491 800 190 △609 △300 △61.2

当期純利益率（％） 2.5 3.6 0.9 △2.7 △1.6 －

人員 488 － 506 － 18 －
※ 20/3の販管費にのれん償却89百万円計上（19/3は142百万円）

※ 20/3の特別損失に、2014年の買収により発生したのれんの残存価額を減損損失として245百万円計上（19/3は184百万円）

連結業績の詳細
（単位：百万円）
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資料：セグメント・プロダクト
セグメント プロダクト 商品例

システム リテール ・EAS（商品監視システム）、映像監視システム
・ストアマネジメントシステム
・ディスプレイセキュリティシステム
・システム構築

オフィス ・オフィス入退室管理システム
・メーリングシステム
・RFIDシステム
・ネットワークシステム
・システム構築

グローバル 防火システム

サービス＆
サポート

システムセグメント内の商品の
保守・運用管理（MSPサービス含む）

デバイス 電子 ・アナログ半導体
・通信用電子部品
・各種センサー

産機 ・スライドレール
・ガススプリング
・ソフトクローズユニット
・電子錠
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12,452 12,564 

7,442 8,051 

19,894 
20,616 

19/3 20/3

デバイス

システム

システム：増収もグローバルの減速により減益
デバイス：電子プロダクトの回復により増収増益

セグメント別業績（売上・営業利益）

733

451

255

336

989

788

19/3 20/3

売上高 営業利益

（単位：百万円）
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3,715 3,464 

3,601 3,824 

3,219 3,153 

1,916 2,122 

12,452 12,564 

19/3 20/3

サービス

グローバル

オフィス

リテール

システム：リテール、グローバルで苦戦も全体では微増
デバイス：電子、産機ともに増収

プロダクト別業績（売上）

システム デバイス

3,319 3,673 

4,122 
4,377 

7,442 
8,051 

19/3 20/3

産機

電子

（単位：百万円）
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917 
565 

574 

543 

920 

1,007 

291 
287 

395 
521 

525 
457 

3,715 
3,464 

19/3 20/3

GMS HC/スポーツ ドラッグ

家電 モバイル アパレル

オフィス その他

ドラッグストア他が堅調に推移も、GMS向けが大きく減収
定性情報

ドラッグストア向けは、新店に加えて既存
店のリプレイスが好調に推移

アパレルは店舗向け入店カウンター等が
堅調に推移
GMS（総合スーパー）は、既存システム
販売の勢いが鈍化

リテールプロダクトの業績

売上高(単位：百万円)

商品監視システム

入店カウンター

１ ２
３
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ネットワーク、RFID好調もメーリング減収
定性情報

RFIDは、大手アパレルチェーン様の省人化
対策の一環とした販売が好調で大幅増

オフィスは、データセンターや新規オフィスビ
ル向けに、入退室管理システムの販売等が
堅調
ネットワークは、無線LAN、テレワーク向け
リモートアクセス機器などの販売が好調

メーリングは新型メールインサーター（封入
封緘機）の販売遅延で減収

オフィスプロダクトの業績

売上高(単位：百万円)

入退室管理システム

1,803 1,690 

752 900 

513 
888 

520 

346 
3,601 

3,824 

19/3 20/3

オフィスセキュリティ ネットワーク

RFID メーリング

その他

RFIDを利用した棚卸例
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原油価格の継続的な低迷により新規プラント建設が停滞
定性情報

前年度受注した高度防火システム案件が
実績化するも原油価格の継続的な低迷
により新規石油系プラント建設が停滞し
売上減

タイ国内の日系、外資系の大型工場・倉
庫等の防火システム改修案件が好調

グローバルプロダクトの業績

売上高(単位：百万円)

POG（石油、ガス）システム

3,219 3,153 

3,219 3,153 

19/3 20/3



11

電子プロダクトの業績

178 402 
509 

559 
515 

625 

1,265 

1,363 
56 

77 
484 

377 312 

269 3,319 

3,673 

19/3 20/3

DA1 DA2 TT
II ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ 電源
その他

オートモーティブ市場や通信機器向け電子部品が好調

II（産業機器）：交換機、および基地局関連

電子部品の販売好調

TT：車載用エンターテイメントの音声コント

ロール向けにシリコンマイクの販売好調

DA1：テレワーク需要増加に伴いモバイル

Wi-Fi向け電子部品販売好調

定性情報売上高(単位：百万円)

シリコンマイク

５G基地局向けIC

出展； 総務省
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資料：電子プロダクトの市場区分

DA1 「デジタルアプライアンス1」
モバイル系情報家電 ･･･ 携帯電話、スマートフォン、デジタル・カメラ等

DA2 「デジタルアプライアンス2」
設置型情報家電 ・・・ 液晶テレビ、パソコン、プリンター等

TT 「テレマティクス」
車載用機器 ・・・ カーナビゲーション、車載カメラ等

I I 「インダストリーインフラ」
産業機器 ・・・構内交換機、通信基地局、医療機器、放送設備、等

アミューズメント
・・・ ゲーム機、遊技機等

その他
・・・ パワー（電源関係）、代理店販売等
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産機プロダクトの業績

自動車内装向け部品や住設向け製品が好調に推移

1,223 1,207 

795 885 

468 561 

630 
653 

285 182 
721 

889 

4,122 
4,377 

19/3 20/3

自動機 住設 OA/PPC
OF 遊技 その他

住設は国内と北米を中心に堅調

その他では、自動車内装向け機構部品販売

が好調

自動機（ATM向け）は、電子決済拡大の影

響で減収も、ASEAN向けATM拡大で、堅調

に推移

OA/PPCでは複合機向けソフトクローズ機能

付きレールの販売好調

定性情報売上高(単位：百万円)

コンストンバネ ダンパー
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資料：産機プロダクトの市場区分

自動機
・・・ ATM（現金自動預け払い機）、券売機、釣銭機、自動販売機等

住設 「住宅設備」
・・・システムキッチン、福祉機器、引き戸、昇降棚等

OA･PPC

・・・複合機、コピー機、プリンター、印刷機等

OF 「オフィスファニチャー（家具）」
・・・オフィス・医療用キャビネット、机、椅子等

遊技
・・・パチンコ台間機、ゲーム機、アミューズメント設備等

その他
・・・上記以外で自動車・鉄道関連、半導体製造装置、サーバーラック、等
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貸借対照表の状況

19/3 20/3 構成比（％） 増減

流動資産 16,209 16,236 87.5 27

現金預金 6,303 6,199 33.4 △103

受取手形及び売掛金 6,690 6,720 36.2 30

商品及び製品 2,445 2,597 14.0 152

固定資産 2,673 2,319 12.5 △353

有形固定資産 338 299 1.6 △39

無形固定資産 455 147 0.8 △307

投資その他資産 1,879 1,872 10.1 △6

資産合計 18,883 18,556 100.0 △326

流動負債 4,420 4,174 22.5 △246

支払手形及び買掛金 2,827 2,591 14.0 △235

固定負債 695 797 4.3 101

純資産 13,766 13,584 73.2 △181

負債純資産合計 18,883 18,556 100.0 △326

のれん償却・減損により無形固定資産が減少

（単位：百万円）
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主要経営指標・株主還元推移
（単位：百万円）

12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3

流動資産 15,458 15,558 16,261 15,609 14,992 15,699 15,540 16,209 16,236

（うち 現金及び預金） 6,492 7,207 7,212 5,637 5,758 6,163 6,169 6,303 6,199

固定資産 2,831 3,040 3,036 4,229 3,261 2,861 3,025 2,673 2,319

（うち のれん） 997 1,015 758 2,213 1,465 1,058 659 350 0

資産合計 18,290 18,599 19,297 19,839 18,253 18,561 18,566 18,883 18,556

流動負債 3,894 3,891 4,199 4,245 3,693 4,034 3,887 4,420 4,174

固定負債 894 840 754 646 716 691 719 695 797

純資産 13,501 13,867 14,343 14,947 13,844 13,834 13,958 13,766 13,584

負債・純資産合計 18,290 18,599 19,297 19,839 18,253 18,561 18,566 18,883 18,556

ROE 2.60% 4.10% 4.00% 4.00% 0.70% 2.00% 0.90% 3.50% 1.40％

ROA 1.90% 3.00% 3.00% 3.00% 0.50% 1.50% 0.70% 2.60% 1.00％

一株当り年間配当金 29円 24円 24円 24円 24円 24円 24円 24円 24円

配当性向 84.10% 42.20% 41.50% 39.90% 222.40% 80.90% 171.20% 44.80% 112.1％

DOE 2.10% 1.70% 1.70% 1.60% 1.60% 1.60% 1.60% 1.60% 1.60％

営業活動によるCF 1,813 746 487 1,255 371 898 143 939 250

投資活動によるCF △1,738 214 △352 △2,650 349 △122 △435 △134 △111

財務活動によるCF △524 △289 △205 △230 △591 △407 △218 △678 △214
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（参考） 損益推移

12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3

売上高 16,689 18,149 19,581 18,809 19,986 19,037 19,570 19,894 20,616

売上総利益 4,635 5,205 5,360 4,935 4,973 4,813 4,793 5,107 5,121

売上総利益率 (%) 27.8 28.7 27.4 26.2 24.9 25.3 24.5 25.7 24.8

販売費及び一般管理費 3,877 4,379 4,330 4,247 4,536 4,313 4,130 4,117 4,333

販管費率 (%) 23.2 24.1 22.1 22.6 22.7 22.7 21.1 20.7 21.0

（ うち のれん償却 ） 36 216 254 264 434 346 192 142 89

営業利益 757 826 1,030 688 436 500 663 989 788

営業利益率 (%) 4.5 4.6 5.3 3.7 2.2 2.6 3.4 5.0 3.8

経常利益 827 1,007 1,133 865 410 700 706 1,086 885

経常利益率 (%) 5.0 5.6 5.8 4.6 2.1 3.7 3.6 5.5 4.3

親会社株主に帰属する当期
純利益

344 557 565 589 103 279 130 491 190

当期純利益率 (%) 2.1 3.1 2.9 3.1 0.5 1.5 0.7 2.5 0.9

EBITDA 892 1,150 1,401 1,088 1,037 971 958 1,285 992

（単位：百万円）
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ありがとうございました。

次期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症が国内外で発生・拡大し、国内外の事業環境が不透明であり、

現段階では合理的な業績予想の算出が困難であると判断されるため、未定とさせていただきます。

今後、業績への影響を慎重に見極め、合理的な予想の開示が可能となった時点で速やかに公表いたします。


